
 
 

 

 

ＪＷＷＡ

クボタ

 

本取扱

保守点

また、

る所に

  パイ

Ａ Ｂ１３

タ ＵＦ

取

扱説明書をお

点検を行って

据付・試運転

に保管してく

プシステム

ＢＴ

３８ 準拠

Ｆ形離脱

取 扱

お読みいただ

てください。

転終了後は必

ださい。 

ム事業部 

 

 

 

－ＡＵ

 

 

拠 

 

防止継手

 

 

 

 

 説
 

 

 

 

 

だき、内容を理

 

必ず維持管理

票

番

ＵＪ型 

手付充水

明 書

理解してから

理者がいつで

Ｈ－０４

水バタフ

書 

ら当製品の使

でも見ること

４６２５６ 

ライ弁 

使用及び 

とができ 
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ご

説

このたびは

ご採用くださ

本書は、お

説明してあり

お使いの前

  

バルブ

警告表

 

警

注

・ 内容

ご連

・ 内容

警告表

取扱説

  パイ

は、クボタ“

いまして、

お客様にバル

ます。 

前に、必ずお

ブを正しく安

表示を用いて

警告 
取

想

注意 

取

場

ま

容についてご

連絡ください

容は予告なく

表示 

説明書につい

プシステム

は

ＢＴ-ＡＵＪ

誠にありが

ブを正しく安

読みいただ

全にお使いい

います。そ

取扱いを誤る

想定される場

取扱いを誤る

場合、および

ます。 

ご不審な点や

い。 

く変更する場

いて 

ム事業部 

は じ め
 

Ｊ型 ＵＦ形

とうございま

安全にお使い

き、お読み

いただき、事

の表示と意味

と、使用者

場合に用いて

と、使用者

び物的損害の

や､お気づきの

場合がありま

票

番

 に 

形離脱防止継

ます 

いいただくた

になったあと

事故や危険を

味は次のよう

が死亡または

います 

が傷害を負

発生が想定

のことがあり

ます。 

Ｈ－０４

継手付充水バ

ための取扱い

とも大切に保

を未然に防止

うになってい

は重傷を負う

う可能性が想

される場合に

りましたら巻

４６２５６ 

バタフライ弁

いについて 

保管してくだ

止するために

います。 

う可能性が 

想定される 

に用いてい 

巻末の窓口へ

2/3

弁”を 

ださい。 

に、 

へ 
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■ 正し

お使い

受

く安全に

いの前に、

注意
(１)バ

下

これ

注意
(１)バ

下

(２)作

避

これ

注意
(１)接

手

(２)接

し

(３)作

(４)作

(５)接

守

も

これ

受取り・運搬

据付時 

  パイ

にご使用

この「注

 …… 落

バルブの吊り

下には立ち入

れらの注意を

 …… 落

バルブの吊り

下には立ち入

作業を行うと

避けてくださ

れらの注意を

 …… 傷

接合時に弁箱

手・指・体が

接合器具など

してください

作業する時は

作業には作業

接合に用いる

守ってくださ

し入った場

れらの注意を

搬・保管時 

プシステム

いただく

注意事項」

下などによ

あげ・玉掛

らないなど、

怠ると、傷害

下・転落に

あげ・玉掛

らないなど、

きは、足場

い。 

怠ると、傷害

害事故防止

の受口と管

挟まれない

は専用のも

。 

、安全な姿勢

服、ヘルメ

滑剤は専用

い。なお、滑

合はすぐに水

怠ると、傷害

安

ム事業部 

くために

 

 

をお読み

 

 

よる事故防止

けは、質量

、安全には十

害事故の生ず

 

 

 

による事故防

けは、質量

、安全には十

の安全を確保

害事故の生ず

止 

の挿し口の間

ように注意

のを使用し、

勢・位置を確

ット、手袋な

のものを使用

滑剤が目な

水で洗い流

害事故の生ず

安全上のご

票

番

に 

みのうえ安

止 

(重量)を確認

十分注意して

ずるおそれが

防止 

(重量)を確認

十分注意して

保し、不安定

ずるおそれが

間や押輪と挿

して下さい。

、使用前に必

確保してくだ

などを必ず着

用し、その使

どに入らない

してください

ずるおそれが

ご注意 

Ｈ－０４

安全に取扱

認のうえ行い

て作業してく

があります。

認のうえ行い

て作業してく

定な管の上な

があります。

挿し口の間で

 

必ず点検整備

ださい。 

着用してくだ

使用注意事項

いように注意

い。 

があります。

４６２５６ 

扱ってくだ

い、吊荷の 

ください。 

 

い、吊荷の 

ください。 

などで行為は

 

で 

備を 

ださい。 

項を 

意し、 

 

3/3

さい。 

は 
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注意
(１)弁

水

(２)Ｕ

継

部

こ

あ

注意
(１)結

確

(２)ア

これ

注意
(６)イ

(７)作

これ

据付時 

試運転

  パイ

 …… 傷

弁本体の脚は

水圧によるス

ＵＦ形継手は

継手部でわず

部分において

これらの注意

あります。 

 …… 感電

結線作業を行

確認してくだ

アースの結線

れらの注意を

 …… 傷

ンターロッ

作業時は、電

れらの注意を

転時 

プシステム

害・機器損

据付時の台座

ラスト荷重

曲げて接合す

かに曲げる必

許容角度内で

意を怠ると、

電事故防止

うときは、湿

さい。 

は、確実に行

怠ると、感電

害事故防止

クの結線は、

源操作者と

怠ると、傷害

安

ム事業部 

損傷事故防止

座として使用

は受けられま

することはで

必要がある場

で曲げ配管を

傷害事故・機

止（電動式）

湿気や水分な

行ってくだ

電事故の生ず

止（電動式）

、確実に行っ

の連絡を確実

害事故の生ず

安全上のご

票

番

止 

用して頂くた

ません。 

できません。

場合には、Ｕ

を行うように

機器損傷事故

 

などによる絶

さい。 

ずるおそれが

 

ってください

実に行ってく

ずるおそれが

ご注意 

Ｈ－０４

ためのもので

 

ＵＦ継手以外

にしてくださ

故の生ずるお

絶縁不良のな

があります。

い｡(ｲﾝﾀｰﾛｯｸ

ください。 

があります。

４６２５６ 

で、 

外の 

さい。 

おそれが 

ないことを 

 

ｸｽｲｯﾁ付の場合

 

4/3

合)  
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警告
(１)弁

測

ま

(２)塗

これ

警告
(１)弁

行

これ

注意
(１)作

行

(２)弁

行

（補

 

これ

注意
(１)作

し

これ

維持管理(保

  パイ

 …… 酸欠

弁室や管内に

測定するとと

た、これら

塗装作業を行

れらの注意を

 …… 誤操

弁内部の点検

行ってくださ

れらの注意を

 …… 傷

作業を行うと

行為は避けて

弁本体部品の

行ってくださ

補修弁が設置

抜いてくだ

れらの注意を

 ……感電

作業を行うと

してください

れらの注意を

保守点検)時

プシステム

欠などによ

入るときは、

もに、有毒ガ

の場所で作業

うときは、常

怠ると、人身

操作による

検で管内に入

さい。 

怠ると、人身

害事故防止

きは、足場

ください。

分解作業は、

い。 

置されている

さい。） 

怠ると、傷害

電事故防止

きは、湿気や

。 

怠ると、傷害

時 

安

ム事業部 

よる事故防止

、必ず酸素濃

ガスに注意

業を行うとき

常に火気およ

身事故(死亡

る事故防止

入るときは、

身事故(死亡

止 

の安全を確保

、管内に圧力

るときは、補

害事故の生ず

（電動式）

や水分などに

害事故の生ず

安全上のご

票

番

止 

濃度、塩素濃

してください

きは、常に換

よび換気に気

亡事故)の発生

操作責任者

亡事故)の発生

保し、不安定

力の無いこと

補修弁を全閉

ずるおそれが

 

による絶縁不

ずるおそれが

ご注意 

Ｈ－０４

濃度および硫

い。 

換気に気をつ

気をつけてく

生するおそれ

者との連絡を

生するおそれ

定な管の上な

とを確認して

閉とし、圧力

があります。

不良のないこ

があります。

４６２５６ 

硫化水素濃度

つけてくださ

ください。 

れがあります

を確実に 

れがあります

などでの 

てから 

を 

 

ことを確認 

 

5/3

度を 

さい。 

す｡ 

す｡ 

35 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

不

☆

☆

☆

点

☆

正

正

正

☆ バタフライ

遮断に使用

☆ JWWA B138

巻末 「標

☆ 無理な手

☆ 製品の取

本文 「３

☆ 適正な水

１種：４

☆ バルブの

☆ 止水には

☆ ＯＮ-ＯＦ

極端な絞

あります

☆ 据付姿勢

本文 「１

不用意にさ

☆ バルブに

☆ 露出した

してくだ

☆ 電動式 

・離れた

・バルブ

・スイッ

点検・お手入

☆ 点検のポ

本文 「１

保守点検を忘

ふだんの

正しい運転 

正しい取扱い

正しい用途 

  パイ

イ弁は、主に

用されるもの

8 に準拠して

標準仕様」を

手持ち作業は

取扱いはてい

.運搬と保管

水圧範囲で使

.５Ｋ  ２種

の操作は開閉

は無理な締め

ＦＦ遮断運転

絞り運転は、

す。 

勢は図面など

１.試運転、

さわらないで

には圧力がか

た弁棒、スピ

ださい。 

た場所より操

ブが動いてい

チカバーは

入れが大切

ポイントは、

２.維持管理

忘れずに 

のご注意 

い 

プシステム

に上水・下水

のです。 

て設計製作さ

参照してく

避けてくだ

ねいにして

管, ５．据付

ってください

種：７.５Ｋ

方向を確認

込みは不要で

転が原則です

騒音・振動

で確認して

１２.維持

でください

かっています

ンドル部は操

操作され、突然

るときに、電

確実に閉めて

切です 

作動の良好

理」を参照し

正

ム事業部 

水・工水・農

された製品で

ださい。 

さい。 

ください。

付，６.～８.

い。圧力クラ

３種：１

して行って

です。 

す。 

のもとにな

ください。

管理」を参照

い 

す。 

操作時回転

然運転がは

電動または手

てください。

と漏れなしの

してください

正しい使い

票

番

農水の水路の

です。 

.接合・解体

ラスにより３

０Ｋ 

ください。

りバルブの寿

照してくださ

しますので巻

じまりますの

手動への操作

。 

の確認です。

い。 

い方 

Ｈ－０４

の管路に据付

体要領」を参

３種類ありま

寿命をはやめ

さい。 

巻きこまれな

ので注意して

作切換は、し

 

４６２５６ 

付され、流体

参照してくだ

ます。 

めることが 

ないように 

てください。

しないでくだ

6/3

の 

ださい。 

 

ださい。 
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■ 正しく

１．構造及

２．受取り

３．運搬と

４．開  

５．据  

６．継手接

７．モルタ

８．継手解

９．電気配

１０．充水

１１．試運

１２．維持

■ 標準仕様

  パイ

安全にご使

及び部品名称

  ········

保管  ····

梱  ······

付  ······

接合要領  ··

ル充てん要

解体要領  ··

配線（電動式

詳細は

水操作  ····

運転  ······

持管理  ····

様  ·······

プシステム

使用いただ

称  ········

··········

··········

··········

··········

··········

要領  ······

··········

式）  ······

は別冊「バル

··········

··········

··········

··········

ム事業部 

目 次

だくために

··········

··········

··········

··········

··········

··········

··········

··········

··········

ルブコントロ

··········

··········

··········

··········

票

番

次 

 ·········

···········

···········

···········

···········

···········

···········

···········

···········

···········

ロール取扱説

···········

···········

···········

···········

Ｈ－０４

··········

··········

··········

··········

··········

··········

··········

··········

··········

··········

説明書」を参

··········

··········

··········

··········

４６２５６ 

····  ３

····  ８

····  ９

····  １

····  １

····  １

····  １

····  １

····  ２

····  ２

参照してくだ

····  ２

····  ２

····  ３

····  ３

7/3

３ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１８ 

２０ 

２２ 

さい 

２４ 

２８ 

３０ 

３５ 
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１

 

 

１． 構造及及び部品名称

  パイ

称 

プシステムム事業部 

図－１

票

番
Ｈ－０４４６２５６ 8/3
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２

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 受取り  

２-１.確

 

２-２.受

(

(

(

(

(

確認事項 

(１) 製品

(２) 製品

(３) 製品

受取り 

(１) 製品の

(２) 受取り

行って

(３) 製品は

(４) 受け取

す

ス

吊

(５) 特殊製

  パイ

品が手元に届

品には送り状

品には「安全

の荷姿は、呼

は、適切な

てください。

は、投げだし、

取りの荷姿例

すかし箱 

すかし箱ごと

スリングベル

吊ってくださ

図－２ 

製品につき、

プシステム

きましたら、

(出荷案内書

全上のご注意」

呼び径、形状、

吊り用具を準

 

、落下、引き

は次の通りで

 

ルトで 

い。 

製品の質量

ム事業部 

、ご契約内容

書)をつけてい

」をつけてい

、質量によっ

準備して、当

きずり、倒し

です。 

木

当布な

製品部

吊って

（重量）は最

票

番

容と相違ない

います。 

います。 

って、すかし

当布などで養

などの衝撃を

木製角材 

などで養生し

部をワイヤー

てください。

図－３ 

最寄の弊社営

Ｈ－０４

いかを、確か

し箱などで梱

養生し、正し

を与えないよ

 

て 

で 

営業窓口まで

４６２５６ 

かめてくださ

梱包をしてい

しく安全な作

ように取扱っ

でお問い合わ

9/3

さい。 

います。 

作業を 

ってください

わせ願います

35 
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３

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 運搬と保

３-１.運

３-２.保

 

保管  

運搬 

(１) 製品の

行うこ

(２) 運搬中

(３) 取扱い

保管 

(１) 据付

(２) 保管

雨や

(３) やむ

離し

して

(４) 冬季

一時

なお

に戻

(５) 電動

の定

(据付

  パイ

の移動や、据

ことをおすす

中に製品が損

いは、「２.受

付するまでの

管場所は、屋

や直射日光な

環境 

雨 

直射日光

むを得ず、屋

して置くとと

てください。

季に５℃以下

時的に低下す

お、上記の現

戻ります。 

動操作機の１

定期的(１年毎

付完了後、通

プシステム

据付を行う現

すめします。

損傷しないよ

受取り」 と

期間は、開梱

内の床面が平

どの環境下で

外観劣

光 塗装の

外で保管す

もに、防水

 

の低温状態で

る場合があ

象も温度が上

年をこえる長

毎)な取替え

通電されない

ム事業部 

現場までの運

 

ように養生し

同様に、行っ

梱しないで保

平らな、風通

では、製品劣

劣化

劣化、電気品

の変色劣化、

る場合は、材

シート等で覆

で保管した場

りますので、

上昇すればゴ

長期保管の場

を行ってくだ

い状態も同様

票

番

運搬は、受取

してください

ってください

保管すること

通しのよい冷

劣化の原因と

化の種類 

品の絶縁劣化

弾性ゴムの

材木等を使用

覆い、雨、直

場合は、ゴム

、できる限り

ゴムシートの

場合は、電動

ださい。 

様です。) 

Ｈ－０４

取られた梱包

い。 

い。 

とをおすすめ

冷暗所として

となります。

化（電動式） 

の物性劣化 

用して地面ま

直射日光、ほ

ムシートが硬

り保温して保

の弾性が回復

動操作機・ス

４６２５６ 

包、荷姿状態

めします。 

てください。

 

 

または舗装面

ほこりから保

硬化して止水

保管してくだ

復し、元の止

スイッチカバ

10/

で 

 

面から 

保護 

水性能が 

ださい。 

止水性能 

バー内乾燥剤
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剤 



 
 

 

 

４

 

 

 

 

 

 

４. 開梱 

４-１.開

 

 

４-２.開

 

開梱 

（１）開梱

梱包

すかし

木製角

（２）製品

養生し

（３）吊り

（４）開梱

の基準

開梱後の確認

(１) 開梱し

がない

(２) 無理な

また、

取扱っ

(３) 弁体は

  パイ

梱は、次の方

材 

し箱 側板

角材 製品

品は、塗装面

して、取扱っ

作業を正し

梱後の梱包材

準に従って処

認 

しますと、製

いかを、確か

なバルブの開

異物などの

ってください

は少し開いて

プシステム

法で行って

を台よりはず

との固定用ボ

を保護するた

ってください

く、安全に行

は、お客様

処分してくだ

製品全体がよ

かめてくださ

開閉や、分解

の付着を避け

い。 

ていますので

ム事業部 

ください。

開梱

ずして、すか

ボルトナット

ために、ワイ

い。 

行うために、

のもとで法や

ださい。 

よく見えます

さい。 

解は、行わな

けるために、

で、ご使用開

票

番

梱方法 

かし箱を引き

トをはずして

イヤロープで

、玉掛けの資

や各自治体の

すので、外面

ないでくださ

据付までは

開始まではそ

Ｈ－０４

き上げてくだ

てください｡ 

で直接吊らず

資格取得者が

の条例に定め

面、内面につ

い。 

は、「３.運搬

その状態とし

４６２５６ 

ださい｡ 

ずに、当布な

が取扱ってく

める「産業廃

ついて外観上

搬と保管」と

してください

11/

などで 

ください。

廃棄物処理法

異常な箇所

同様に正し

。 

/35 

法」 

く 



 
 

 

 

５

 

 

 

 

 

５. 据付 

製

確

製品は、お客

確かめてくだ

(１) 製品仕

a. 呼び

b. 形式

c. 操作

d. 開閉

e. 面間

f. 電動

g. その

(２)  異常

a. バル

b. バル

(３)  据付

a. 弁本

は受

b. ＵＦ

継手

で曲

  パイ

客様とのご契

ださい。 

仕様 

び径 

式 

作方法 

閉方向 

間寸法 

動式

の他

常の確認 

ルブの内面や

ルブの組立ボ

付時の確認 

本体の脚は据

受けられませ

Ｆ形継手は曲

手部でわずか

曲げ配管を行

プシステム

約仕様にも

（立形、

（手動式

（左回

（電動操

（組立勝

や外面に、異

ボルトにゆる

据付時の台座

せん。 

曲げて接合す

かに曲げる必

行うようにし

ム事業部 

とづき製作

、横形） 

式、電動式）

り開き、右回

操作機、モー

勝手など）

異物の付着や

るみがないこ

座として使用

することはで

必要がある場

してください

票

番

した検査合格

） 

回り開き）

ーター容量な

や部品の損傷

こと。 

用して頂くた

できません。

場合には、Ｕ

い。 

Ｈ－０４

格品ですが、

など） 

傷がないこと

ためのもので

 

Ｆ継手以外の

４６２５６ 

据付前に次

。 

で、水圧による

の部分におい

12/

次のことを

るスラスト荷

いて許容角度

/35 

荷重 

度内 



 
 

 

 

６

 

 

 

 

 

 

 

６．継手接合

６-１. 接

継

６-２. バ

継

６-３. ロ

挿

ロ

（例

６-４. セ

セ

注

合要領 

接合用部品

継手の接合部

バルブおよび

継手の接合部

(１) バルブ

異物な

(２) 管側

ロックリング

挿し口溝内に

ロックリング

例）ロックリ

セットボルト

セットボルト

注）直管と異

  パイ

・器具・工具

部品および必

び管の接合部

部品および必

ブ側の受口内

などをウエス

側の挿し口溝

グの事前確認

にロックリン

グ分割部の間

リング外周に

トのねじ込み

を受口溝の

異形管ではボ

プシステム

具の点検 

要器具・工具

部の清掃 

要器具・工具

内面、特に受

ス、へらなど

および挿し

認 

グを預け、

隔ｇ１を測定

にベルトラッ

図－４ ロ

み 

内面までね

ルトの長さが

図－

ム事業部 

具を点検し、

具を点検し、

受口溝内およ

どで取り除き

口の端面か

ロックリング

定し、記録し

ッシングまた

ロックリング

じ込んでくだ

が異なるので

 

1

 

５ セットボ

票

番

、確認してく

、確認してく

よびセットボ

き清掃してく

ら約20cmまで

グ内面全周を

した後、解体

たは荷造用絞

グの事前確認

ださい。 

で注意して下

呼び径 

(mm) 

100～1500

ボルト 

Ｈ－０４

ください。 

ください。 

ボルトの入る

ださい。 

での外面を清

を挿し口溝内

体してくださ

絞り器で帯鋼

認 

下さい。 

セット

長さｅ(m

直 管 異

60 

４６２５６ 

タップ穴に

清掃してくだ

内に密着させ

さい。 

鋼を使い締め

トボルト 

mm) 数

異形管 

95 9 

13/

付着している

ださい。 

せた状態で

る。 

 

数 
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６-５. ロ

６-６. 滑

挿

ロックリング

(１) ロック

(２) ロック

自重に

用いて

滑剤の塗布 

挿し口外面、

  パイ

グのセット 

クリングの分

クリングを受

によって垂れ

てロックリン

図－７

受口内面に

プシステム

分割部を人力

図－６ ロ

受口に預け入

れ下がり挿し

ングが受口溝

７ ロックリ

図－８ ロ

ダクタイル管

ム事業部 

力でコイル状

ックリング分

入れると、図

し口の挿入が

溝内全周で完

リングの自重

ロックリング

管継手用滑剤

ロ

狭

票

番

状に重ね合わ

分割部の位置

図－７に示す

ができなくな

完全に収まる

重による垂れ

グの拡大方法

剤を塗布して

ロックリングの

狭い所の中間に

Ｈ－０４

わせ、受口溝

 

置 

すように上側

なるため、図－

ようにして

 

れ下がり 

法 

てください。

の分割部はタッ

にくるようにし

４６２５６ 

溝内に預け入

側のロックリ

－８に示すよ

ください。 

 

 

ップ穴間隔の最

してください。

14/

入れてくださ

ングの一部が

ような拡大器

最も
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い。 

が 

器を



 
 

 

 

 

 

 

 

 

６-７. 管

管

こ

管

落

６-８. ロ

ロ

セ

な

向

ま

セ

６-９. ロ

セ

ロ

小

６-１０.

管の心出し

管の心出しを

この時、挿し

管内に自動的

落ち、挿し口

ロックリング

ロックリング

セットボルト

なお、セット

向かって両側

また、受口と

セットボルト

ロックリング

セットボルト

ロックリング

小さい値であ

 ゴム輪・押

(１) ゴム輪

押し入

なお、

誤って

  パイ

・挿入 

を行い、挿し

し口先端がロ

的に撤去され

を抱く形に

グの締め付け

グが全周にわ

を締め付け

ボルトはロ

側均等に締め

挿し口のす

で調整し、

グのはまり込

を完全に締

グの分割部の

あることを確

押輪のセット

輪は内外面に

入れてくださ

ＵＦ形のゴ

て使用しない

プシステム

口を受口に

ックリング

、さらに挿

なります。

図－９

け 

たって挿し

てください。

ックリング分

付けるもの

き間が（図

心出しを行

図－１０ 

込み確認 

め付けた状態

間隔ｇ２を測

認してくだ

ト 

に滑剤を塗布

さい。 

ゴム輪はＵ形

いようご注意

ム事業部 

あるいは受

の部分を越え

し口を深く挿

挿し口の挿

口溝内に完全

。 

分割部の反対

とします。

－１０のrの

ってください

ロックリン

態で、外面か

測定し、６－

さい。 

布したあと挿

形のゴム輪と

意願います。

票

番

口を挿し口に

える位置まで

挿入すればロ

挿入状態 

全に収まって

対側を最初に

の部分）が全

い。 

グの締め付け

から受口と挿

－３．で測定

挿し口に預け

とよく似てい

 

Ｈ－０４

に挿入してく

で挿入されれ

ロックリング

 

ていることを

に締め付け、

全周でほぼ均

 

け 

挿し口のすき

定したｇ１と同

け、指先で軽

いるので、表

４６２５６ 

ください。 

ればロックリ

グが挿し口溝

を確認した後

順次分割部

均等になるよ

き間をのぞい

同じあるいは

軽く入るとこ

表示マークを

15/

リング拡大器

溝内に自動的

後に、 

部に 

うに 

いて 

は 

ろまで 

必ず確認し
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器は 

的に 



 
 

 

 

 

 

 

 

６-１１.

(２) 図－１

ピース

 押輪用ボル

(１) 押輪用

30～3

(２) 残りの

してく

その後

  パイ

１１のように

ス③が下に落

図－１１

ルトの締め付

用ボルトの一

35mm程度ねじ

のねじ出しし

ください。 

後、はじめの

プシステム

に、ボルトを

落ちないよう

１ 押輪挿入

付け 

一部（３本に

じ出すことで

図－１２ 

していないボ

ボルトを一

図－１

ム事業部 

をねじ込んで

うに留め金具

入直後のゴム

に１本程度の

でゴム輪を奥

押輪用ボル

ボルトは、頭部

旦ねじ込み、

３ 継ぎ棒の

票

番

である押輪（

具で固定して

ム輪と押輪の

の割合）をスパ

奥に入れてく

トのねじ出し

部の皿に継ぎ

、こちらの頭

のセット 

Ｈ－０４

（４つ割）を

てください。

の位置関係 

パナで逆回転

ださい。 

し 

ぎ棒を取り付

頭部にも継ぎ

４６２５６ 

をピース①か

 

 

転させ、ボル

 

付けたうえで

ぎ棒を取り付

 

16/

ら順次挿入

ルトを押輪よ

で少しねじ出

付けてくださ

/35 

し、

より 

出し 

い。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-１２.

接

(３) ねじ出

示す値

但し、

困難な

 チェックシ

接合作業は、

  パイ

出し間隔が上

値になるまで

締め付けト

な場合は表－

 

11

11

シートへの記

その都度必

プシステム

上下左右均等

で、全ボルト

トルクが非常

－２に示す規

図－

表－１ 締

呼び径 

100～1500 

表－２

呼び径 

(mm) 

100～1500 

記入 

要事項をチ

ム事業部 

等になるよう

トをねじ出し

常に大きくな

規定トルクに

１４ 接合完

締め付け完了

締め付け完

5

２ 締め付け

締め付

{N･m

12

ェックシー

票

番

うに注意しな

してください

なっているに

に到達した時

完了図 

了時のａ寸法

単位

完了時のａ寸

57～60 

けトルク 

付けトルク

（kgf･cm）}

20(1200) 

トに記入しな

Ｈ－０４

ながら、図－

い。 

にも関わらず

時点で締め付

法 

位(mm)

寸法 

ながら行うこ

４６２５６ 

１４のａ寸

ず、そこまで

付け完了とし

 

ことを推奨し

17/

法が表－１に

のねじ出しが

てください。

します。 

/35 

に 

が 
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７

 

 

 

 

 

７．モルタル

管を接合

ル充てん要領

合して水圧試

(１) 押輪、

をブラ

乾きき

(２) 手で握

セメン

押し込

(３) ハンマ

詰める

(４) へらで

  パイ

領 

試験が済んだ

受口内面に

ラシあるいは

きらない程度

握り締めて形

ント／砂＝１

込んでくださ

マで叩いてつ

ることができ

で表面を図－

プシステム

後、以下の要

に軟練りモル

は手で適当な

度の場所）に

図－１５ 

形がようやく

１／１）をだ

さい。 

図－

つき固めるこ

きますので、

－１７のよう

図－１７ 

ム事業部 

要領で押輪

ルタル（水／

な範囲（次の

に塗布してく

軟練りモル

く保てる程度

だんご状にし

１６ 硬練

ことにより、

モルタル面

うに仕上げて

モルタル表面

票

番

と受口の間に

／セメント＝

の硬練りモル

ださい。

タル塗布範囲

度の硬練りモ

して、管底側

りモルタルの

ボルト・継

面をハンマに

てください。

面の仕上状態

Ｈ－０４

にモルタルを

0.35～0.4、

ルタルを打つ

 

囲 

モルタル（水

側から順次管

 

の充てん 

継ぎ棒の裏側

にて十分につ

 

 
態 

４６２５６ 

を充てんして

セメント／

つまでに軟練

水／セメント

管頂側に向か

側にまでモル

つき固めてく

18/

てください。

／砂≧２／１

りモルタルが

＝0.2、 

って手で 

タルを十分に

ださい。 

/35 

 

１） 

が 

に 



 
 

 

 

 

 

  パイ

図

プシステム

図－１８ モ

ム事業部 

モルタル充て

票

番

てん完了の状

Ｈ－０４

状態 

４６２５６ 19/
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８

 

 

 

 

 

 

 

 

８．継手解体

８-１. 充

タ

８-２. 継

ボ

８-３. 押

押

８-４. ゴ

ド

全

注

８-５. セ

全

８-６. 清

受

洗

８-７. ロ

受

ロ

８-８. ロ

受

順

上

体要領 

充てんモルタ

タガネまたは

継ぎ棒の取り

ボルトを回転

押輪の取りは

押輪の組立て

ゴム輪の取り

ドライバなど

全体を抜き取

注）再接合の

セットボルト

全てのセット

清掃 

受口タップ穴

洗い流してく

ロックリング

受口と挿し口

ロックリング

ロックリング

受口と挿し口

順次円周上の

上がらせてく

  パイ

タルの除去 

はエアハンマ

りはずし 

転させて押輪

はずし 

てとは逆の手

りはずし 

どの先端の尖

取ってくださ

の場合は新し

トの取り外し

ボルトを取

穴から噴流状

ださい。 

グ分割部の拡

のすき間か

グを拡げてく

グの挿し口溝

のすき間か

の適当な箇所

ださい。 

プシステム

などで充てん

の中にねじ込

順で、ピース

ったもので

い。 

いゴム輪を使

し 

りはずして

に水を注ぎ、

拡大 

らロックリ

ださい。 

溝からの浮き

ら、ロック

に解体用のへ

ム事業部 

んされたモル

込み、継ぎ棒

ス③から順に

ゴム輪を局部

使用してくだ

ください。

、受口溝およ

ングの分割部

き上がらせ

リングが挿

へらを挿し込

票

番

ルタルを粉砕

棒を取りはず

に取りはずし

部的に取り出

ださい。 

よび挿し口溝

部に薄く強じ

し口溝から浮

込み、ロック

Ｈ－０４

砕し取り除い

ずしてくださ

してください

出し、この部

溝部分の砂・

じんな解体用

浮き上がって

クリング全体

４６２５６ 

いてください

さい。 

い。 

部分を引っ張

・土・その他

用のくさびを

ている部分を

体を挿し口溝

20/

い。 

張ってゴム輪

他の異物を

を打ち込み、

を起点とし、

溝より浮き

/35 

輪 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

８-９. 薄

ロ

か

の

８-１０.

管

く

薄鋼板の挿入

ロックリング

から円周上の

の挿し口溝へ

 管の引き抜

管を吊り上げ

ださい。 

  パイ

入 

グを全周にわ

の適当な箇所

への落ち込み

抜き 

げ、引き抜き

プシステム

たって挿し

に薄い鋼板

を防いでくだ

勝手の状態

ム事業部 

口溝から浮き

をロックリン

ださい。 

にして、管を

票

番

き上がらせた

ングと挿し口

を上下左右に

Ｈ－０４

た後、受口と

口の間に挿入

に振りながら

４６２５６ 

と挿し口のす

入し、ロック

ら徐々に引き

21/

すき間 

クリング 

き抜いて 
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９.電気配線

電動式は

詳細な取

９-１. 屋

雨

ま

９-２. 動

制

９-３. 電

パ

な

９-４. 三

次

９-５. 

開

な

確

９-６. 

も

９-７. ス

（電動式） 

は、電気配線

取扱いについ

屋外でスイッ

雨天を避けて

また、スイッ

動力回路や操

制御方式に合

電線引込口に

パッキン剤ま

なお、使わな

三相交流モー

次の通り接続

トルクスイッ

開閉リミッ

なお、インタ

確かめてくだ

注

トルクスイッ

もし、変更す

スペースヒー

  パイ

線工事を必要

いては、別冊

ッチカバー

てください。

ッチカバーを

操作回路の配

合わせて接続

には、電線管

または、シー

ない電線引込

ーターの回転

続してくださ

ッチやインタ

トスイッチと

ターロックス

ださい。（イ

注）インター

ッチの目盛設

する必要があ

ーターは、ス

プシステム

とします。

「バルブコ

（端子箱カバ

 

あけたまま放

配線は、スイ

続してくださ

管または、防

ールテープで

込口は、防水

転方向は、バ

さい。 

ターロックス

と、直列に配

スイッチは、

ンターロッ

ーロックスイ

設定は、むや

あるときは、

スイッチカバ

ム事業部 

ントロール取

バー）をあけ

放置すると、

イッチカバー

さい。 

防水フレキシ

で雨水が入ら

水処理をして

バルブの開方

スイッチは、

配線してくだ

手動操作時

クスイッチ付

イッチなしの

やみに変更し

弊社へお問

バー内を常に

票

番

取扱説明書」

て配線工事

、雨水などが

ーの裏側につ

シブルコンジ

らないように

てプラグで密

方向に合わせ

バルブを正

ださい。 

時にはＯＦＦ

付の場合）

の自動復帰型

しないでくだ

問い合わせく

に乾燥した状

Ｈ－０４

を参照して

をするときは

が浸入して絶

ついている「

ジットを接続

にしてくださ

密封してくだ

せていますの

 

正しく安全に

、電動操作時

型もあります

ださい。 

ださい。 

状態に保つた

４６２５６ 

てください。

は、絶縁劣化

絶縁劣化の原

「端子符号図

続して、ねじ

い。 

ださい。 

で、外部リ

に運転するた

時にはＯＮ、

す。 

ために、通電

22/

 

化を防ぐため

原因になりま

」を参照し

面には液状

ード線は、

めに忘れず

になること

電してくださ

/35 

めに 

す。 

に、 

とを 

い。 



 
 

 

 

 

 

９-８. ア

９-９. ス

取

アースの結線

スイッチカバ

取付ボルトを

  パイ

線は、確実に

バーは、合わ

を締め付けて

プシステム

に行ってくだ

わせ面のゴミ

てください。

ム事業部 

ださい。 

ミを除去し、

 

票

番

パッキン類

Ｈ－０４

類に損傷のな

４６２５６ 

いことを確

23/

かめてから、
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１

 

 

 

１０．充水操

据付・試

１０-１.

充

【

開

ま

【

開

（流

操作 

試運転が完了

 充水量調整

充水量調整開

１５～２０％

開度１５～２

また、この時

上流圧

流速 

上流圧

流速 

０～１５％】

開度０～１５

流量の算定）

V=

注意）本弁

上記

(本弁

1

10

損
失

係
数
ζ

v

  パイ

了後、管内充

整範囲 

開度は０～２

％】 

０％は副管

時に充水され

圧力水頭 m 

m/s 

圧力水頭 m 

m/s 

】 

％は充水量

  

= ටቀ2 ൈ 9.8

弁は弁体とゴ

記損失係数に

弁は流量計で

0.10

1.00

10.00

100.00

1000.00

0000.00

00000.00

0

プシステム

水(水張り)の

０％です。

全開に相当す

る本管平均流

20 

0.44 

50 

0.70 

調整範囲です

8 ൈ
ୌ

୤୴
ቁ 

ゴムシートの

より算出し

ではありませ

10 20 3

ム事業部 

の為に本弁操

２０％を超え

する充水孔面

流速はおおよ

25 3

0.4 0.

55 6

0.73 0.

す。損失係数

のクリアラン

た流量を保証

せん。)充水

損失係数

30 40 50

開度

票

番

操作を行う時

えますと流量

面積としてい

よそ下表のよ

30 35

.54 0.59

60 65

.77 0.80

数は下記のよ

Ｈ：上

ｆｖ：本

下流側圧

ンス、機械的

証することは

水時の充水開

0 60 70

度％

Ｈ－０４

時、次の方法

量が急増しま

います。(26頁

ようになりま

40 

9 0.67 

70 

0 0.83 

ようになりま

上流側圧力水

本弁の損失係

力水頭が０の

ガタ等で損失

は出来ません

度算定の目安

0 80 90

４６２５６ 

法を守ってく

ますので注意

頁 表「充水

ます。 

45 

0.66 

75 

0.86 

ます。 

 

水頭 

係数 

の時 

失係数に誤

ん。 

安としてご使

100

24/

ください。

意ください。

水孔諸元」参

差を生じる為

使用ください
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照) 

為、

い。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０-２.

 

１０-３.

 操作 

(１) 充水時

(２) 充水操

（充水

 充水

(３) 特に充

ありま

万一、

再度操

(４) 開度０

という

 その他の注

(１) キャビ

充水時

しかし

耐キャ

(２) 騒音に

本弁で

騒音が

(３) センタ

本弁は

どうし

設置し

一旦閉

  パイ

時のバルブ操

操作は全閉か

水流量が多い

水ください）

充水時もしく

ます。 

止水出来な

操作を行って

０～２０％の

う音を発する

注意事項 

ビテーション

時、配管状態

し充水期間は

ャビテーショ

について 

で充水する時

が問題となる

ターキャップ

は開度計を確

しても開度計

し、回転数を

閉側に操作し

プシステム

操作は特に慎

から充水状況

とエアーハ

。 

くは充水後に

ないときは、無

てください。

の間は、操作

る場合があり

ンの発生につ

態によっては

は短期間であ

ョン性能を有

時、上流圧力

る場合は、充

プ式で開度目

確認しながら

計を確認でき

を管理くださ

してキャップ

ム事業部 

慎重に開度を

況を確認しな

ンマによる管

に閉操作を行

無理に締め込

 

時、ゴムシー

りますが、異

ついて 

はキャビテー

あり、噴流が

有する粉体塗

、充水流量に

充水開度を絞

目盛板を確認

ら操作するこ

きないような

さい。操作前

プ軸がまわら

票

番

を確認しなが

ながら少しず

管路破損等の

行う時、管路

込まずに、一

ートとディス

異常ではあり

ーションが発

が主に当たる

塗装としてい

によりますが

絞ってゆっく

認できない設

ことを基本と

な据付状態の

前には必ず弁

らないことを

Ｈ－０４

がら行ってく

ずつ開操作し

の事故も考え

路内の異物が

一旦開き、異物

スクテールが

ません。 

発生する場合

部分(ベンタ

います。 

が騒音が発生

りと充水く

設置状態の場

します。 

の場合は、27

弁が全閉であ

を確かめた後

４６２５６ 

ださい。 

し、充水流量を

えられますの

弁座部に噛

物を下流側に

がこすれて「ギ

合があります

タイ、ベンバ

生することが

ださい。 

場合 

7 頁に示しま

ることを確認

後、開操作く

25/

を調整くださ

ので、少しず

み込むことが

に流した後に

ギュウギュウ

。 

バコ)は、 

予想されま

ます操作銘板

認する為、

ださい。 

/35 

さい。 

ずつ 

が 

に、 

ウ」 

す。

板を 
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１

 

 

 

 

 

 

 

 

１１. 試運転

据

１１-１.

詳

１１-２.

詳

転 

据付および電

 手動式 

詳細な取扱い

(１) バルブ

くださ

開きで

また、

(２) 全開 

中止し

(３) 配管工

万一、

再度操

 電動式 

詳細な取扱い

(１) 手動操

a. 手

次

・

・

・

b. 手

全

確

  パイ

電気配線（電

いについては

ブの開閉は、

さい。なお、

です。 

ハンドル式

⇔ 全閉操作

してください

工事後の初期

止水できな

操作を行って

いについては

操作 

手動操作を行

次の切換を行

レバーによ

インターロ

ブレーキ解

手動ハンドル

全開から全閉

確かめてくだ

プシステム

動式）がすみ

別冊「手動操

全開から全

キャップ形

式の場合、ハ

作は開度計を

い。 

期通水時は、

ないときは、

てください。

別冊｢バルブ

うには、電動

ってください

る手動切換、

ックスイッチ

放レバーに

に操作方向

まで全行程が

さい。 

ム事業部 

みましたら、

操作機取扱説

全閉までの全

形状は、鍔付

ハンドルには

を見ながら行

管路内の異

無理に締め

 

ブコントロー

動操作機の型

い。 

、または、ハ

チＯＦＦ（上

よる手動切換

の、Ｏ（開方

が、円滑に作

票

番

、試運転を行

説明書」を参

全行程につい

付きの場合左

は、Ｏ（開方

行い、指針が

異物が弁座部

め込まずに、一

ール取扱説明

型式によって

ハンドルの押

上記の操作で

換（ブレーキ

方向）、Ｓ（

作動して、さ

Ｈ－０４

行ってくださ

参照してくだ

いて、円滑に

左回り開き、

方向）の表示

が全開又は全

部に噛み込む

一旦開き、異

明書｣を参照し

て手動用の切

押し引きによ

で自動的に切

キ付モーター

（閉方向）を

さらに開度目

４６２５６ 

さい。 

ださい。 

に作動するか

鍔なしの場合

示をしていま

全閉位置を示

むことがあり

異物を下流側

してください

切換操作が必

よる手動切換

切換わります

ーの場合）。 

表示してい

目盛が一致す

28/

を確かめて

合は右回り

す。 

したら操作を

ます。 

側に流した後

い。 

必要です。

換 

す） 

ます。 

することも

/35 

を 

後に 



 
 

 

 

 

(２) 電動操

a. 電

く

b. 手

な

c. 電

d. 開

・

・

e. 開

①

・

・

・

②

・

・

・

f. リ

入

  パイ

操作 

電動操作の試

ださい。 

手動操作と同

なお、自動復

電動操作機の

開閉方向を確

開 → 停 →

および停止

押釦とバル

なお、三相

ので、３本

開閉リミット

①閉リミット

押釦で、お

手動ハンド

確かめてく

手動で少し

スイッチが

②開リミット

押釦で、お

手動ハンド

確かめてく

手動で少し

スイッチが

※リミット

 「バルブ

ミットスイ

入らないよう

プシステム

運転を行う

じく、電動

復帰型もあり

スイッチカバ

確かめてくだ

→ 閉 → 停

することを

ルブ、および

交流モータ

本の内、２本

スイッチの

スイッチに

よそ２０％

ルで閉運転

ださい。 

バルブを開い

作動するこ

スイッチに

よそ８０％

ルで開運転

ださい。 

バルブを閉

作動するこ

スイッチが万

コントロール

ッチの作動確

にしてくだ

ム事業部 

には、まず、

用の切換操

ます。 

バー（端子箱

さい。 

停、の順序で

確かめてく

び開度計の開

ーで、逆動

本の配線をい

作動を確か

ついて 

開度まで閉

転をし、全閉位

いた後、押釦

とを確かめ

ついて 

開度まで開

転をし、全開位

じた後、押釦

とを確かめ

万一、作動

ル取扱説明書

確認後は、ス

さい。。 

票

番

、手動操作で

作を行って

箱カバー）を

電動操作用

ださい。 

方向と目盛

作をすると

れかえてくだ

めてください

運転して、一

位置で閉リ

釦による電動

てください。

運転して、一

位置で開リ

釦による電動

てください。

しなかったり

書」を参照し

スイッチカバ

Ｈ－０４

でバルブを中

ください。 

をはずしてく

の押釦を押

が一致する

きは動力回路

ださい。 

い。 

一旦停止して

ミットスイッ

動閉運転を行

。 

一旦停止して

ミットスイッ

動開運転を行

。 

り、作動誤差

し正しく再設

バーをしっか

４６２５６ 

中間開度の位

ください。 

して、モータ

ことを確か

路が逆相にな

てください。

ッチが作動す

行い全閉位置

てください。

ッチが作動す

行い全開位置

差があるとき

設定してくだ

かり締め付け

29/

位置にして

ターが始動

めてください

なっています

。 

することを

置で閉リミッ

。 

することを

置で開リミッ

きは、別冊の

ださい。 

けて雨水など
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い。 

す 

ット 

ット 

の 

どが 



 
 

 

 

１

 

 

 

 

１２. 維持管

１２-１.

バ

管理 

正しい運転

バタフライ弁

(１) 適用

a. 圧

呼

ま

種

１

２

３

注

 

 

b. 温

常

(２) 運転

ＯＮ

バタ

なり

制御

(３) 操作 

a. 手

①

b. 電

①

②

  パイ

転方法 

弁を正しく、

用範囲 

圧力 

呼び圧力によ

た接合形式

種類 呼

１種 4

２種 7

３種 

注）使用圧力

 最高許容

温度 

常温で使用し

転 

Ｎ-ＯＦＦ遮断

フライ弁で

、バルブの

御運転には制

手動式 

① 手動運転の

電動式（電動

① バルブ操作

なお、操作

② 万一、閉ト

が考えられ

閉操作を試

プシステム

安全にお使

って次の３種

については巻

呼び圧力 

4.5K 

7.5K 

10K 

 

圧力 

て下さい。

断運転が原則

絞り運転を

寿命を縮め

御用バタフ

の取扱いは、

操作と手動操

作中には電動

作切換を行う

トルクスイッ

れますので、

試みてくださ

ム事業部 

いいただく

種類がありま

巻末の「標準

使用圧力 

 

MPa 

0.45 

0.75 

1.00 

：最大使用圧

：使用圧力に

５℃以下で

則です。 

した場合、キ

ることがあ

ライ弁を使用

「10．試運転

操作のいずれ

動または、手

うときは、停

ッチが作動し

一旦バルブ

さい。 

票

番

ために次の運

ます。使用に

準仕様」を参

最高許容圧

 

MPa

1.00

1.30

1.40

圧力（静水圧

に水撃圧を加

は止水性能が

キャビテーシ

ります。 

用してくださ

転」を参照

れの運転もで

手動への切換

停止状態を確

し、止水でき

ブを開き、異

Ｈ－０４

運転方法を、

に適した圧力

参照ください

圧力 全閉

最大

M

0

0

1

圧） 

加えた圧力 

が低下する場

ションが発生

さい。 

してください

できます。）

換は避けてく

確認してから

きないときは

異物を下流側

４６２５６ 

、守ってくだ

力で運転して

い。 

閉時の 

大差圧 

MPA 

0.45 

0.75 

.00 

場合がありま

生して、振動

い。 

 

ください。 

ら行ってくだ

は、異物の噛

側に流した後

30/

ださい。 

てください。

ます。 

動騒音の原因

ださい。 

噛み込み 

後に再度、
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因に 



 
 

 

 

 

１２-２.

バ

こ

こ

注

 点検 

バタフライ弁

この場合、開

これによって

注意を喚起し

(１) 通常

通常

a. 本体

点

全

継

部 

Ｏ

ケ

ボ

バ

弁座

減

開度

弁

 

b.電動

点

電

開

指示

ｽｲ

電

切

  パイ

弁を安全にお

開閉頻度の少

て水道水に“

したり対処方

常点検 

常点検は、制

体部 

点検箇所 

体 
外面

開閉

異常

手接合
漏水

リング

ース 
漏水

トムカ

ー 
漏水

座部 
漏水

速機 グリ

の漏

度計 
よご

開度

示 

室 
水没

動操作機 

点検箇所 

動機 振動

騒音

度 

示計 

ｶﾊﾞｰ

割れ

ｯﾁｶﾊﾞｰ ｶﾞｽｹ

劣化

動-手動 

換機構 

作動

プシステム

使いいただ

ないバルブ

赤水”や“濁

法などについ

水扉外部よ

内容 周期

面塗装 １年

閉状態 １年

常音 １ヶ

水 １ヶ

水 １ヶ

水 １ヶ

水 １年

リース

漏れ 
１年

ごれ １年

度計の指 １年

没 １ヶ

内容 周期

動 

音 

１か

ｰの 

れ 

１か

ｹｯﾄの 

化､破損 

１年

動確認 １年

ム事業部 

くためには保

は、バルブの

濁り”が発生

いて事前に検

りの確認点検

期 点検方法

年 目視

年 目視

月 聴覚

月 目視

月 目視

月 目視

年
聴覚又は圧

力計

年 目視

年 目視

年 目視

 

月 目視

期 点検方法

か月 触診

聴覚

か月 目視

年 目視

年 作動

票

番

保守・点検

の開閉を行う

生することが

検討しておく

検です。 

法 判定基

錆、剥離の

こと 

正常に作動

こと 

異常音のな

こと 

水漏れのな

こと 

水漏れのな

こと 

水漏れのな

こと 

圧 水漏れのな

こと 

油漏れ、に

ないこと

開度計の指

読みとれる

弁体の作動

開度計の指

一致するこ

腐食や作動

のないこと

法 判定基

振動、騒音

ないこと

ひび、割れ

ないこと

劣化、破損

ないこと

･手動ﾊﾝﾄﾞﾙ

共回りし

こと 

･自動復帰機

のものは

復帰する

Ｈ－０４

・お手入れが

うことにより

が考えられま

くことが必要

基準 

のない 再塗装

動する 確認､

ない 原因調

ない 必要に

再施工

ない Ｏリン

ない Ｏリン

ない 原因調

じみの ･ﾎﾞﾙﾄ

･ｸﾞﾘｰ

指示が

ること 

清掃 

動と 

指示が

こと 

･原因

･調整 

動不良

と 

排水、

不良部

基準 

音の 原因調

れの 取替え

損の 取替え

ﾙが 

ない 

調整 

機構付

自動 

こと 

４６２５６ 

が大切です。

り流水状態に

ますので、必

要です。 

処置 

装 

原因調査 

調査 

に応じて 

工 

ングの取替 

ングの取替 

調査 

ﾄの増締め 

ｰｽの補充 

調査 

整 

清掃後､ 

部品取替 

処置 

調査 

え 

え 

31/

 

に変化が生じ

必要に応じて

備考

 

･弁棒の作動

･開度指示 

･可動部の作動

･ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄの緩み

･ｸﾞﾘｰｽの不足

 

 

 

 

 

 

 

地下弁室内に

設置のもの 

備考

 

 

特に屋外設置

のもの 

 

/35 

じ、 

て 

動 

み 



 
 

 

 

 

 

 

(２)  定期

通常

a. 本体

点

継

Ｏ

ﾎﾞ

接

弁

弁

ブ

減

b. 電動

電

電

配

ﾄﾙ

ﾘﾐ

ｲﾝ

(３) 突発

不定

総合

その

行っ

 

(４) バル

部品

  パイ

期点検 

常点検のバル

体部 

点検箇所 

継手接合部 漏水

ﾘﾝｸﾞｹｰｽ 

ﾄﾑｶﾊﾞｰ 

漏水

接 水 部 腐食

弁棒 弁棒

弁 座 部 弁座

弁座

弁座

ブシュ ﾌﾞｼ

ﾌﾞｼ

減 速 機 歯車

グリ

劣化

動操作機 

点検箇所 

電動機 絶

電気回路 絶

線 ﾋｰ

の

ﾙｸｽｲｯﾁ 作

ｯﾄｽｲｯﾁ 作

ﾀｰﾛｯｸｽｲｯﾁ 作

発的な点検 

定期に起こる

合点検が必要

のときには、

てください

ルブ部品の交

品の取替えが

プシステム

ルブ外部より

内容 

水 ５

水 ５

食状態 ５

棒の曲がり ５

座の摩耗 ５

座の損傷 ５

座の腐食 ５

ｭの摩耗 ５

ｭの腐食 ５

車の摩耗 ５

リースの 

化 

５

内容 

絶縁抵抗 

絶縁抵抗 

ｰﾀｰ､ｽｲｯﾁ類と

の接触 

作動確認 

作動確認 

作動確認 

地震、風水

要です。 

管路診断や

。 

交換 

必要な場合

ム事業部 

の点検以外

周期

５年 水漏れ

５年 水漏れ

５年 有害な

５年 曲がり

５年 水漏れ

５年 水漏れ

５年 水漏れ

(ﾊﾞﾀﾌ

の経年

ないこ

５年 正常に

５年 正常に

５年 摩耗の

５年 ｸﾞﾘｽの

のない

周期

１年 規定

１年 規定

１年 ･ｽﾍﾟ

･ｽｲｯ

１年 正常

１年 正常

１年 操作

害などの天

電気設備の

合は、機能維

票

番

に、定期的

判定基準

れのないこと

れのないこと

な腐食がないこ

りのないこと

れのないこと

れのないこと

れのないこと

ﾗｲ弁の弁体ｸﾛ

年による剥離､

こと) 

に作動すること

に作動すること

のないこと 

の減量､劣化及

いこと 

判定基

定値以上のこと

定値以上のこと

ﾟｰｽﾋｰﾀｰに接触

ｯﾁ類の動作を妨

常に作動するこ

常に作動するこ

作回路が切れる

変地異および

総合チェッ

持のため、

Ｈ－０４

に以下の点検

ｺﾞﾑ輪

Ｏﾘﾝｸ

こと 補修ま

取替え

取替え

取替え

ｰﾑﾒｯｷ

腐食の

取替え

替) 

と 取替え

と 取替え

取替え

び汚れ ｸﾞﾘｰｽ

は取替

基準 

と 

と 

触していないこ

妨げないこと 

こと 

こと 

ること 

び大規模な火

クと共に、バ

弊社にご相談

４６２５６ 

検を行ってく

処置 

輪の取替え 

ﾞの取替え 

または取替 

え 

え 

え 

え(弁体の取

え 

え 

え 

ｽの補充､また

替 

処置 

取替え 

取替え 

こと 調整 

取替え 

取替え 

取替え 

火災のあとに

バルブの点検

談ください。
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ください。

備考

 

 

 

 

 

 

弁体を取替える

ときは弁棒おび

ﾃｰﾊﾟﾋﾟﾝも一対

取替 

 

 

 

 

備考

 

 

 

 

 

 

には、管路の

検を合わせて

。 
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る 

び 

対で

の 

て 



 
 

 

 

 

 

１２-３.

ア

故

 故障例と対

アフターサー

故障状況をご

a.本体

バル

バル

異常

減速

破損

全

異常

よ

ｸﾞﾗ

漏水

開度

い

水す

騒音

  パイ

対策 

ービスを依頼

ご連絡くださ

体部 

故障内容

ルブの開閉不能

ルブの操作力が

常に重い 

速機のｽﾄｯﾊﾟｰ部

損 

閉付近での操

常に重く、弁

り漏水する 

ﾗﾝﾄﾞ部からの

水 

度計が全閉を

るのに弁座部

する 

音・振動 

プシステム

頼される前に

い。 

容 

能 弁座部

動力伝

ｷｬｯﾌﾟ

減速機

が 減速機

ｸﾞﾗﾝ

つま

２床

が不完

部 全開又

操作

作が 

座部 

異物

異物

が損傷

 ｸﾞﾗﾝ

Ｏﾘﾝ

示して

より漏

異物

が損傷

異物

損傷

開度計

ﾊﾞﾙﾌ

致し

中間

ｷｬﾋﾞﾃ

減速機

動力伝

歯車

ﾎﾞﾙﾄ､

ム事業部 

、故障内容

推定原

部に異物が挟

伝達ｷｰ又はﾋﾟ

ﾟの破損､摩耗

機の破損(歯車

機の潤滑不足

ﾄﾞ部に砂利や

っている 

式の場合､開閉

完全 

又は全閉位置

ﾄﾙｸのかけ過ぎ

のかみ込み

のかみ込みに

傷 

ﾄﾞ部に砂が入

ｸﾞが損傷 

のかみ込みに

傷 

のかみ込みに

 

計の指針の緩

ﾞ開度と開度計

ていない 

開度での運転

ﾃｰｼｮﾝが発生

機の潤滑不足

伝達ｷｰ､ﾋﾟﾝ又

の摩耗や破損

､ﾅｯﾄの緩み 

票

番

に応じて次

因 

まる 

ﾝの破損 

車､軸受など)

汚泥が 

閉台の芯出し

での 

ぎ 

によりｺﾞﾑ弁座

入り 

によりｺﾞﾑ弁座

により弁面が

みにより 

計の指示が合

で､ 

又は､減速機の

Ｈ－０４

のことを確か

対策例

異物を除去 

破損部品の取

取替え 

破損部品の取

ｸﾞﾘｰｽを補充 

清掃 

芯出しをやり

据付け直す 

減速機の取替

異物を除去 

ｺﾞﾑ弁座の取替

清掃､取替 

ｺﾞﾑ弁座の取替

取替え 

指針の調整、

ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝが

い開度で使用

ｸﾞﾘｰｽを補充 

摩耗､破損部品

ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄの増

４６２５６ 

かめて 

例 

開度

し､

を行

車は

ﾌﾟは

取替え 

取替え 

 

 

直し、  

替 
特に

注意

 

替え 
 

 

替え 
 

 

増締め 

 

発生しな

用する 

耐ｷ

ｲ弁

 

品の取替 
 

増締め  

33/

備考 

度計の指示に注

過大な力で操

行わない［ﾊﾝﾄ

は 400N 以下､ｷ

は 200N 以下］

に小口径のもの

意する 

ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ用ﾊﾞ

に取替える
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注意

操作

ﾞﾙ

ｷｬｯ

 

のは

ﾀﾌﾗ



 
 

 

 

 

 

ご

 

 

ご連絡いた

故障の

 

バルブ

 

呼び径

 

製造番

b. 電動

電動

開閉

が停

全開

も電

ﾄﾙｸ

電動

現場

遠方

全開

が点

手動

弁が

絶縁

だくときは

の状況  

 

ブ名称  

 

径  

 

番号  

  パイ

動操作機 

故障内容

動機が始動しな

閉操作途中で

停止する 

開又は全閉に

電動機が停止

ｸｽｲｯﾁが作動し

動機が停止しな

場開度計が回

方開度計が回

開または全閉

点灯しない 

動ﾊﾝﾄﾞﾙを回し

が作動しない 

縁不良 

は 

プシステム

容 

ない 電源が

電源電

電動へ

で電動機 ｻｰﾏﾙﾘ

過負荷

になって

しない 

ﾘﾐｯﾄｽ

ｷﾞｱｰﾄ

電磁開

しても 

ない 

ﾄﾙｸｽｲ

 

らない 伝達歯

み 

らない 発信器

じの緩

電源の

発信器

閉表示灯 表示灯

ﾘﾐｯﾄｽ

ﾄﾙｸｽｲ

又は全

しても 手動へ

過負荷

ﾌﾟﾗｲﾆ

雨水の

ム事業部 

推定原因

が切れている

電圧が低い 

への切換え不

ﾘﾚｰが作動 

荷でﾄﾙｸｽｲｯﾁが

ｽｲｯﾁの作動不

ﾄﾞﾘﾐｯﾄの歯車破

開閉器が作動

ｲｯﾁの接点不良

歯車の止めね

器と歯車軸の

緩み 

の不良 

器の焼損 

灯の断線 

ｽｲｯﾁの作動不

ｲｯﾁが作動し､全

全閉にならない

への切換え忘れ

荷のため､ﾊﾝ

ﾆﾝｸﾞが滑る 

の浸入又は冠水

 

 

形式

 

運転

 

製造

票

番

電源系

電源系

良 電動位

過電流

が作動 許容設

を上げ

良 取替え

破損 歯車の

しない 取替え

良 取替え

ねじの緩 手動で

伝達系

いかを

の止めね 増締め

電圧を

焼損の

取替え

取替え

良 取替え

全開 

い 

異常ﾄ

れ 手動位

ﾄﾞﾙｽﾘｯ 過負荷

原因を

水 電動機

浸水部

式 

転期間 

造年 

Ｈ－０４

対策例 

系統を点検 

系統を点検 

位置に切換える

流の原因調査 

設定範囲内でﾄ

げる 

え 

の取替え 

え 

え 

でバルブを動か

系のどの部分

を点検し締付け

め 

を点検 

の原因を調べ､

え 

え 

え 

ﾙｸの発生原因

位置に切換える

荷の原因を調

を取除く 

機及びｽｲｯﾁ類を

部のｼｰﾙを完全

 

 

 

 

 

 

 

をお知

４６２５６ 

 

る 

 

ﾄﾙｸ設定値 弊社

い 

 

 

 

 

かし､開度

が動かな

け 

 

 

 

発信器の  

 

 

因調査  

る  

査しその ｻｲﾄ

を乾燥し、

全にする 

 

知らせくだ
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備考 

社にご相談くだ

ﾞﾊﾝﾄﾞﾙ形式の

ださい。 
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ださ

み



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

標準仕様

準 拠

呼 び

型

呼 び

区

適 用

▼ 営業窓

営業所

本

東 京 本

北海道支

東 北 支

中 部 支

四 国 支

中 国 支

九 州 支

  ▼ 工場

   枚方

   ﾊﾞﾙ

様 

規 格 ＪＷＷ

び 径 １１０

式 手動式

電動式

圧 力 

分 

種類 

1種 

2種 

3種 

流 体 上水、

窓口    

所名 〒 

社 556-86

本 社 104-83

支社 060-00

支 社 980-08

支 社 450-00

支 社 760-00

支 社 730-00

支 社 812-00

場窓口 

方製造所 〒

ﾙﾌﾞ品質保証

  パイ

ＷＡ Ｂ １３８

００～１５００

式（立形、横形

式（立形、横形

弁箱耐圧試

1.

1.

2.

下水、工水、

    

601 大阪市浪

307 東京都中

003 札幌市中

811 仙台市青

002 名古屋市

050 高松市亀

036 広島市中

011 福岡市博

〒573-8573 大

証ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

プシステム

８ 

０ 

形） 

形） 

試験圧

試験（MPa）

05 

40 

10 

農水 

浪速区敷津東1

中央区京橋2-1

中央区北三条西

青葉区一番町4

市中村区名駅3

亀井町2-1(朝日

中区袋町4-25(

博多区博多駅前

大阪府枚方市

ム事業部 

圧力 

弁箱耐圧試験

0.45

0.75

1.00

  パイ

住所 

-2-47 

-3（京橋ﾄﾗｽﾄ

西3-1-44(札幌

4-6-1(仙台第一

3-22-8(大東海

日生命ﾋﾞﾙ) 

(明治安田生命

前3-2-8(住友生

市中宮大池1

票

番

験（MPa）

 

 

 

イプシステム

ﾄﾀﾜｰ） 

幌富士ﾋﾞﾙ) 

一生命ﾀﾜｰﾋﾞﾙ)

海ﾋﾞﾙ) 

命広島ﾋﾞﾙ) 

生命博多ﾋﾞﾙ)

-1-1  Tel 

Ｈ－０４

ム事業部 

電話番

(06)6648-

(03)3245-

(011)214-

(022)267-

(052)564-

(087)836-

(082)546-

(092)473-

(072)840-10

４６２５６ 

番号 FA

-2228 (06)6

-3488 (03)3

-3140 (011)

-8971 (022)

-5031 (052)

-3924 (087)

-0714 (082)

-2491 (092)

027 Fax (07

35/

AX番号 

6648-2229

3245-3498

214-3118

267-7305

564-5102

836-3919

546-0723

473-2508

72)840-1290
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